
本研究の目的は、臨床において研究成果活用を実現するための双方向性ｅラーニングシステムを活用した臨床研究成果活用推進モ

デルの開発である。 

毎年、多くの看護系学術集会が開催され膨大な数の研究成果が報告されているにも関わらず、看護実践における研究成果活用を実

現するための行動は十分にとれておらず、長きにわたり実践への活用は不足している（（舟島ら，2015）。研究成果の活用は、研究

成果の活用推進及び看護実践における看護の質的向上には不可欠である。 

本研究では、研究協力施設の専門看護師・認定看護師の研究への同意を得た上で、院内外において発表済のPower Point：PPTを提

供していただき動画を制作する。出来上がった動画は双方向性ｅラーニングシステムを活用し、PPT提供者と視聴者（本研究に同意を

得た院内看護職員）がシステム上でのディスカッションを通して、新たな知識の修得や課題解決を図ることができることが期待さ

れ、研究成果の看護実践への活用は看護の質向上にもつながると考える。 
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